


は　じ　め　に

　

　本市では、平成18年４月に策定した「福知山市地域
福祉計画（第１次計画）」を、平成25年３月に第２次
計画として策定し、「絆でつくる　共に幸せを生きる
まち　ふくちやま」を基本理念として、地域福祉の推
進に努めてきたところです。
　しかしながら、近年、我が国は急速な人口減少や少
子化とともに、『超高齢社会』を迎えており、個人の
価値観や生活スタイルの多様化など、地域社会や家庭

を取り巻く環境は大きく変化し、人間関係の希薄化や地域コミュニティの衰退、家族の
扶養機能が低下しています。そのため、孤立や孤独、虐待やいじめ、更には経済的困窮
や悪質商法などによる犯罪被害等々、地域住民の抱える課題がますます複合化・多様化
してきています。
　このような状況の中、地域や家庭が抱える課題は福祉の領域だけに留まるものではな
く、解決のためには医療・介護・福祉の連携をはじめ、住まいや就労、教育など、課題
を抱えている地域・家庭側の視点から必要な支援を考える必要があります。近年の地域
課題等の解決を図るため、この度、計画の見直しを行い、平成30年度から34年度までを
計画期間とした第３次計画を策定しました。
　本市としましても、市民の皆様、関係団体・事業者の皆様と連携を図り、それぞれの
力を合わせることで、「みんなでつくる 共に幸せを生きるまち ふくちやま」の実現に
向けて取り組んでまいりたいと存じます。皆様には本計画への一層のご理解とご協力を
いただきますようお願い申し上げます。
　終わりになりましたが、本計画の策定にあたり、アンケートへのご協力や貴重なご意
見をいただきました市民の皆様、また地域福祉のあり方について提言いただきました地
域福祉計画策定委員会の委員の皆様に心からお礼申し上げます。

　　平成30年３月

　福知山市長　大　橋　一　夫　



 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 
 


